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1. ハンズオン1概要
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本書の目的とゴール

目的

ゴール

Blue Prismの基本的な製品の考え方が理解できていること

Blue Prismの開発の考え方が理解できていること

Blue Prismの基本的な機能配置/操作を習得できていること

ゴール1

ゴール2

ゴール3

Blue Prismの「実用性を評価」もしくは「開発者の初期教育」のための製品スキルの素地を築くこと
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ハンズオン資材/トレーニングの概要
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▪ 開発者向けトレーニングを補完するハンズオン/トレーニング資材群の概要を下記に示します

資材名 シナリオ概要 コンテンツ 主な対象者 主な狙い/ゴール 期間

ハンズオン1
WebサイトからExcel
への受注データの転記

•ハンズオン
•動画

初学者
•製品概要の理解
•デジタルワーカー作成の考え方の理解
•主要な基本機能/操作方法の習得

３時間

ハンズオン2/
部品作成編

WebサイトからCSV
ファイルをダウンロード

•ハンズオン CoE
•実務的な業務プロセスを構成する部品作成
に必要な機能性の理解

３時間

ハンズオン2/
プロセス作成編

Webサイトからダウン
ロードしたCSVファイル
からExcelレポート作成

•ハンズオン
CoE/

業務担当者
•実務的な業務プロセス作成に必要な
機能性の理解

３時間

ハンズオン3
（旧ハンズオン2）

CSVファイルを
受注管理アプリへ転記

•ハンズオン CoE •ケース管理(ワークキュー)機能の基本の理解 ３時間

Excel関連操作
実装サンプル集

各種Excel関連操作
シナリオ集

•実装サンプル
•実装ポイント解説
•VBOアクション解説

CoE/
業務担当者

•Excel関連操作自動化の考え方と
実装方法の理解
•関連部品の使い方の理解

-

Blue Prism Portal / University

+

ベストプラクティスに沿った詳細な開発方法を学びたい開発者向けトレーニング (基礎トレーニング、必須ガイド、コミュニティなど)

補足：Blue Prismの網羅的な機能、ベストプラクティスに沿った詳細な開発方法を知りたい場合は、Blue Prismのポータルでご紹介しております基礎トレーニングおよび関連ガイドをご参照ください。

本稿
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（ご参考）開発者認定パスおよびトレーニング
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• 基礎固め演習
• 開発ベストプラクティス

• ソリューション設計概要

• 複数シナリオベースの演習16-
24 時間

• Basic Awareness
(基本認識) コース履修

基本認識

• ポータル登録

• Blue Prism
Universityの利用
を開始

デベロッパー試験

(AD01)

Blue Prism Portal

レビュー ワークショップ ＡＣＥ(実践的な演習)

基礎コース

• 基礎トレーニング

20-30 時間
(ハンズオン、Basic 
Trainingは基礎ト
レーニングを理解する
ための基礎固めとして
の位置づけ)

必須ガイド メンタリング

• 実際プロジェクトの
メンタリング

• 補足コースやガイド
（必要に応じて）

認定 蓄積経験

• 様々なテクノロジーの連携
やベストプラクティスの手
法による構築経験

6 ヵ月
プロフェショナルデベロッパー試験

(APD01)

Blue Prismソリューション設計
試験(ASD01)

認定

基本認識コース

• 様々なBlue Prism
プロセス設計経験

• ベストプラクティス

• ワークキュー

• 例外処理

• オブジェクト設計

• プロセス作成

• ソリューション設計概要

8-10 時間

ガイド VBOs テンプレート その他のトレーニング ＦＡＱ ユーザーフォーム

補足コース

• サーフェスオートメーション（画像認識）の概要：1 日 (自習)

• サーフェスオートメーション： 2日 (自習)
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ハンズオン資材名

ハンズオン1 ハンズオン2/部品 ハンズオン2/プロセス ハンズオン3 Excel実装サンプル

技
術
要
素
の
テ
ー
マ

プロセス/部品の管理構造 ● ● ●
プロセス-フロチャート作成 (基本操作) ●
プロセス-フロチャート作成 (再利用/繰返し 等) ● ●
部品-フロチャート作成 (基本操作) ● ● ●
部品-フロチャート作成 (再利用 等) ●
対象アプリ画面要素取得 (基本操作) ●
対象アプリ画面要素取得 (モード/属性 等) ●
対象アプリの認証情報の扱い方 ● ●
起動済み対象アプリの特定 (アタッチ) ● ●
環境変数 (前提情報) の扱い方 ●
例外処理 (ログ) ● ● ●
例外処理 (復旧/再開) ●
ケース管理 (ワークキュー) ●
Excel処理 (基本操作) ● ●
Excel処理 (各種応用操作) ●

各ハンズオン資材により学べる技術要素のテーマ

7

▪ 各ハンズオン資材を通して学んで頂ける技術要素のテーマを下記に示します ● 本稿の対象テーマ
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2. ハンズオントレーニング
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Blue Prismの自動化対象業務プロセスの管理構造
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業務プロセスをプロセスとオブジェクトに階層化し、開発の業務分掌・分担や高い維持管理性を実現

例: XXデータ
活用業務

業務プロセス/
アプリ操作

業務アプリ

データ取得開始 終了加工 データ登録

Blue Prism
内部管理構造

業務プロセス

業務アプリ

アプリ操作

プロセス – 可読性やテンプレートによる効率性を重視したフローチャート

オブジェクト - 再利用性やメンテナンス性を考慮した業務共通の部品群

操作部品操作部品操作部品
操作部品操作部品操作部品

データ取得開始 終了加工 データ登録

部品を参照 部品を参照

アプリを操作 アプリを操作
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自動化する業務処理のシナリオ（演習内容）
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▪ 演習サンプルとして、Webの販売管理システムから受注データをExcelに取り込む業務処理を自動化します
–Webから対象データを取得し、Excelに転記するまでの具体的な処理の流れをフローチャートで定義していきます

販売管理の
起動

受注データ
取得

販売管理の
終了

具体的な処理フローは・・・ 具体的な処理フローは・・・

Excel
ブック開く

Excel
データ転記

Excel
保存と終了
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演習にて作成する成果物の全体関連図と作成の流れ
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プロセス

業務アプリ

終了_販売
管理システム

取得_受注
データ

起動_販売
管理システム

販売管理
システム起動

開始 終了

受注データ
取得

販売管理
システム終了

Excelのイン
スタンス作成

Excelを
画面表示

ブックを開く
セルへコレクション
データを書き込む

Excelの
終了

販売管理システム

アプリケーションモデラー(画面構成要素群)

- 受注データ

Excelのイン
スタンス作成

Excelを
画面表示

ブックを開く
セルへコレクション
データを書き込む

Excelの
終了

受注データをExcelへ転記

オブジェクト

1

2

▪ 対象のアプリケーションの操作用部品を作成、それらを参照し、プロセスとして組み上げていく事で自動化を行います
–対象アプリケーションへのデータ入出力を行うため、部品作成時には必要な指示情報の入出力も定義します

受注データ

N 作成順番

受注データ

MS Excel VBO - JP（Blue Prism事前定義済）

アプリケーションモデラー(画面構成要素群)

構成要素の設定無し（画面操作ではないため）
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①アプリケーションの操作内容を定義する
「オブジェクト」の作成
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Blue Prismトップ画面の各機能概要を確認する

13

▪ Blue Prismのソフトウェアロボットを管理するために構成された機能群の概要を確認します
–下記に記載の各メニューの機能概要を確認の上、8つの各メニューアイコンをクリックします ※権限によりクリック可能なメニューが異なります

① ホーム
各種指標がダッシュボード形式で表示される

② スタジオ
自動化するための成果物（プロセス/オブジェクト）
を作成する画面

③ コントロール
処理データやプロセスを一元的に制御をする画面

④ アナリティクス
ホーム画面の各種ダッシュボード指標を変更する画面

⑤ リリース
成果物を構成管理し、ファイルで出力する画面

⑥ Digital Exchange
各種部品などのマーケットプレイスへのリンク

⑦ システム
認証情報登録、ログの確認や様々な設定を行う画面

⑧ プロフィール
パスワード変更やログアウトのメニュー

確認内容

右記8つのメニュー

主要な６つのメニュー
（上部と同じもの）
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スタジオ機能を使い新規オブジェクトを作成する
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▪ 対象アプリケーションを処理するフローの構成部品となるオブジェクトとそれを管理するためのグループを作成します
–オブジェクトをグループ化するフォルダを作成し、その配下に新規オブジェクトを作成します

① スタジオアイコンをクリック

② オブジェクトを右クリックし、
グループを作成を押下、名前に
ハンズオン1と入力

③ 作成したグループ、ハンズオンを右クリックし、
オブジェクトを作成を押下

④ オブジェクトの名前は、
販売管理システムと入力

⑤ 次へボタンを押下し、説明入力は割愛

操作手順

1

4

2 3

5
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オブジェクトスタジオの機能概要を確認する
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▪ 対象アプリケーションを処理するフローを作成するための機能群の概要を理解します
–下記の通り、演習にて利用するオブジェクトスタジオの主要機能の配置や利用目的を確認します

① ステージ
処理フローを構成するフローチャート部品

② アクションページ
任意の単位で処理フローが定義された
業務プロセスを構成する部品 (このページ単位
でプロセス側から参照される）

③ デバッグ
作成した処理フローを実行し検証する機能

④ アプリケーションモデラー
対象システムの画面構造を読取り、定義する
機能

⑤ 依存関係
参照されているプロセスを一覧化する機能

確認内容

3

2

4 5

1
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操作対象のアプリケーションを定義する

16

▪ デジタルワーカー（ソフトウェアロボット）に対象のWebサイトを認識させるため、サイトの基本情報を設定します
–アプリケーションモデラーを利用し、アプリケーションの種類や起動状態、URLなどを設定します

① アプリケーションモデラーをクリック

② アプリケーションモデラーウィザードにて
下記の通り基本情報を設定

⁃アプリケーション名：販売管理システム（デフォルト）

⁃使用しているアプリケーションのタイプを示す：
ブラウザーベースのアプリケーション (Chrome、Firefox・・)

⁃使用しているアプリケーションのタイプを示す：
実行ファイルから起動されたブラウザー

⁃ブラウザーのパスを入力してください：（デフォルトの場合）
C:\Program Files (x86)\Microsoft\Edge\Application\msedge.exe

⁃スタートページのURLやその他の…：
C:\BluePrism\HandsOn\HandsOn1\Orders.html

（Shiftボタンを押しながら対象ファイルを選択し、右クリックメニューの
「パスのコピー」が便利。ダブルコーテーションは不要。）

⁃その他設定項目：すべてデフォルト

操作手順

1

２
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操作対象アプリケーションの画面構成要素を読み取る 1/2
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▪ デジタルワーカーに操作対象Webサイトの画面構成を認識、操作させるために画面の構成要素を定義します
–アプリケーションモデラーのスパイモードを利用し、対象画面の要素（表、入出力項目など）を読み取ります

① 起動ボタンを押下し、対象アプリである
受注販売システム（Edge）を起動する

② 識別ボタンを押下し、画面の構成要素を
読み取るためのスパイモードにする
（Altボタンでモードが変わる）

③ マウス操作で紫のカーソルを、テーブルの
外枠（上辺、左辺など）に当て
Ctrl+左クリックで要素を読込む
（Ctrl＋右クリックでキャンセル）

※テーブルの外枠にマウスカーソルを合わせ
るのが難しい場合は、要素取得時のみ
ブラウザのズーム機能を利用し、取得対象
となる受注リストのテーブルを拡大表示した
上で、再度、試行する。

操作手順

1

2

3

起動後は、識別に
表記が変わる
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操作対象アプリケーションの画面構成要素を読み取る 2/2
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▪ デジタルワーカーに操作対象Webサイトの画面構成を認識、操作させるために画面の構成要素を定義します
–アプリケーションモデラーのスパイモードを利用し、対象画面の要素（表、入出力項目など）を読み取ります

④ 要素タイプが、テーブル（Web）であるこ
とを確認する

⑤ マッチ？をクリックし、チェックが付いている
属性項目でソートを掛ける
（一覧の内、チェックが付いている属性
の値を使って構成要素を特定している）

⑥ スパイで読み取った属性項目からWeb
ページアドレスおよびWebアクセスキーの
マッチ?のチェックボックスを外す
（値が変動し易いURLアドレスや値が空白の
項目等の不要項目は調整する事が出来る）

⑦ ハイライトボタンを押下し、赤枠でテーブ
ル外枠の要素が特定されることを確認する

⑧ 要素の名前を受注データに変更の上、
OKボタンを押下する

操作手順

４

５
６

７

８
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（ご参考）広範囲の自動化対象アプリケーションの実績

➢ メインフレーム専用の画面要素識別モード

➢多くのサポート対象エミュレーター

メインフレーム SAP

Citrix Web/Windows/Javaアプリケーション

➢ SAP専用の画面要素識別モード

➢ SAPトランザクションコード単位の専用部品

サポート対象エミュレーター(一部抜粋)
✓ IBM Personal Communicator (HLLAPI)
✓ IBM iAccess Client Solutions (HLLAPI)
✓ Micro Focus Attachmate EXTRA! X-treme 9.3 (ATMAPI32)
✓ Micro Focus Reflection for Desktop 14
✓ Ericom PowerTerm InterConnect (HLLAPI)
✓ Ericom PowerTerm Pro for IBM (HLLAPI)
✓ NDL Active Conductor (HLLAPI)
✓ RMD (HTTP/XML)
✓ Rocket PASSPORT (COM API)
✓ Pericom / HP Teemtalk (EHLLAPI)
✓ ・・・・・・・

➢ Citrixアプリケーション専用の画面要素識別モード
➢多様なアプリケーションに対応した画面要素識別モード

➢画面構造解析するアプリケーションナビゲーターモード

Blue Prism

コアテクノロジー

全社展開に欠かせない多様なスパイモードによる構造解析能力

http://portal.blueprism.com/customer-support/support-center#/path/Automation-Design/Application-Integration/Mainframe/1139622192/Which-Mainframe-Emulators-are-supported-by-Blue-Prism.htm
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対象アプリケーションのWebサイト操作部品を作成する 1/9
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▪ デジタルワーカーに実行させる対象Webサイトの処理内容を定義するため、部品となる処理フローを作成します
–操作対象となる販売管理システムのWebサイトを起動する処理フローを作成します

① アクションページ アクション1の名前を
起動_販売管理システムへ変更

② ステージ一覧から、操作ステージを
アクションページへドラッグ&ドロップし、
ダブルクリックでプロパティを開く

③ 名前を販売管理システムを起動するに
変更

④ 定義した画面構造の最上位の親要素
販売管理システムを処理対象要素として
ドラッグ&ドロップ

⑤ 処理内容として、アクション項目から起動を
選択

操作手順

2

1

3

4 5
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対象アプリケーションのWebサイト操作部品を作成する 2/9
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▪ デジタルワーカーに実行させる対象Webサイトの処理内容を定義するため、部品となる処理フローを作成します
–ブラウザ起動の待ち時間、タイムアウト時の例外を考慮し処理フローを定義します

① 待機ステージをアクションページへドラッグ&
ドロップし、ダブルクリックで開く

② 定義した画面構成要素 受注データを
処理対象要素としてドラッグ&ドロップ

③ 条件内容として、存在を確認を選択

④ 例外ステージをアクションページへドラッグ&
ドロップし、ダブルクリックで開く

⑤ 例外タイプを特定し、ログに情報を付加す
るため下記の通り設定

⁃例外タイプ：System Exception

⁃例外の詳細：“起動がタイムアウト"
（文字列として認識させるため、引用符ダブルコーテーションも必要）

⑥ ステージ一覧のリンクを使い、各ステージ
を処理させる順番でリンクする

操作手順

1

3

5

2

タイムアウトの時間は、
最大N秒待つという意味

6

〇印（アンカーと呼ぶ）と「受注デー
タ・・」は、待機（Wait）の条件を
設定すると、自動的に設定される

4
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対象アプリケーションのWebサイト操作部品を作成する 3/9
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▪ デジタルワーカーに実行させる対象Webサイトの処理内容を定義するため、部品となる処理フローを作成します
–作成した処理フローが期待した通り動作するか検証するため、実行・検証します

① 動作確認のため、リセットボタン を
押下した上でデバッグ機能の実行ボタン
を押下

（再度実行する場合も同様の手順）

② 問題が無ければ、アクションページ上で
開始から終了まで処理が流れ（オレンジ
色が実行中のステージ）、Edgeで販売
管理システムのWebサイトが起動

操作手順
1

2
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対象アプリケーションのWebサイト操作部品を作成する 4/9
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▪ デジタルワーカーに実行させる対象Webサイトの処理内容を定義するため、部品となる処理フローを作成します
–前項で作成した部品を再利用し、販売管理システムからデータを取得する部品を複製します

① アクションページの起動_販売管理システム
を選択しながら、右クリックメニューから複製
を選択

② 新しい操作部品として、名前を
取得_受注データに変更

③ 取得_受注データの新規アクションページに
起動_販売管理システムの処理フローの
定義内容が複製されたことを確認

④ 当操作部品では不要となる
販売管理システムを起動するの操作
ステージを削除

操作手順

1
2

3

4
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対象アプリケーションのWebサイト操作部品を作成する 5/9

24

▪ デジタルワーカーに実行させる対象Webサイトの処理内容を定義するため、部品となる処理フローを作成します
–アプリケーションモデラーで定義した画面構成要素を使いデータ取得操作を定義します

① 読み取りステージをドラッグ&ドロップで
追加し、ダブルクリックで開く

② 名前を受注データを取得するに変更

③ データ取得対象の要素として受注データを
要素としてドラッグ&ドロップ

④ データの操作として、テーブルアイテムを
取得を選択

⑤ 受注データの格納庫作成のため、保管先
の箱アイコンを押下し、コレクションを作成
（保管先に任意の名前を入力した上で
箱アイコンを押下する操作でも可）

操作手順

1

2

3 4 5
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対象アプリケーションのWebサイト操作部品を作成する 6/9

25

▪ デジタルワーカーに実行させる対象Webサイトの処理内容を定義するため、部品となる処理フローを作成します
–取得した受注データが当該部品から出力されるように終了ステージで出力項目を定義します

① 終了ステージをダブルクリックし、後続処理
にデータを引き継げるよう出力項目を追加

② 出力項目の名前は、受注データと入力

③ 前項⑤で定義した受注データからの値を
出力対象データとしてドラッグ&ドロップ

④ 各ステージを処理させる順番でリンクする

操作手順

１

1

３２4
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対象アプリケーションのWebサイト操作部品を作成する 7/9

26

▪ デジタルワーカーに実行させる対象Webサイトの処理内容を定義するため、部品となる処理フローを作成します
–作成した処理フローが期待した通りデータ取得がされるか確認するため、実行・検証します

① デバッグ機能のリセットボタン を押下し
た上で、実行ボタン を押下
（Edgeが起動していない場合は、起動_販売
管理システムのアクションページを実行後に上記
手順で取得_受注データを実行）

② データ取得がされていることを コレクション
（表形式のデータ変数）受注データから
の値をダブルクリックで開き、現在値タブに
データが入っていることを確認
（演習の画面仕様上、列名が日本語と
英語の両方取得される）

操作手順
1

2

2
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対象アプリケーションのWebサイト操作部品を作成する 8/9

27

▪ デジタルワーカーに実行させる対象Webサイトの処理内容を定義するため、部品となる処理フローを作成します
–販売管理システムを終了する処理フローを作成します

① アクションページを右クリックし、メニューから
新規を選択し、名前を終了_販売管理
システムと入力

② 操作ステージをアクションページへドラッグ
&ドロップし、ダブルクリックでプロパティを開く

③ 名前を販売管理システムを終了するに
変更

④ 画面構成要素販売管理システムを処理
対象要素としてドラッグ&ドロップ

⑤ 処理内容として、アクション項目から
終了を選択

⑥ 各ステージを処理させる順番でリンクする

⑦ デバッグ機能のリセットボタン を押下し
た上で、実行ボタン を押下

操作手順

1

3

4

2

5

6

7



Commercial in Confidence

対象アプリケーションのWebサイト操作部品を作成する 9/9

28

▪ デジタルワーカーに実行させる対象Webサイトの処理内容を定義するため、部品となる処理フローを作成します
–作成した一連の操作部品群をプロセスから参照出来るよう公開し、保存します

① 作成した各アクションページを選択し、
右クリックのメニューから公開を選択し、
各ページの左側に公開状態を示す
アイコンを確認

② 保存ボタンを押下し、任意の内容で
バージョンのコメント欄を入力
（初期設定では、管理統制上の履歴
管理として入力は必須）

操作手順

1

2

2
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（ご参考）フローチャート表現で差異が確認可能なバージョン管理機能

29

統合された製品内の管理系標準機能として、バージョン管理機能を提供しています

任意のバージョンを選択して差分を比較すること
が可能かつ変更箇所は、作成時と同じ視認性

の高いフローチャートで確認ができる

任意のバージョンをファイル出力し、取り込み直
しすことで、改めて変更作業の実施や実行する

こともできる

全てのバージョン(プロセス、オブジェクト) 
は、データベースに集中管理される
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②業務フローを定義する「プロセス」の作成
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スタジオ機能を使い新規オブジェクトを作成する

31

▪ 業務の処理フローを定義するプロセスとそれを管理するためのグループを作成します
–プロセスをグループ化するフォルダを作成し、その配下に新規プロセスを作成します

① スタジオアイコンをクリック

② プロセスを右クリックし、グループを作成を
押下、名前にハンズオン1と入力

③ 作成したグループ、ハンズオン1を右クリック
し、プロセスを作成を押下

④ プロセスの名前は、
受注データをExcelへ転記と入力

⑤ 次へボタンを押下し、説明入力は割愛

操作手順

1 2 3

4

5
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対象業務のWebサイトの操作プロセスを作成する 1/2

32

▪ デジタルワーカーに実行させる対象業務プロセスにおける、Webサイトを使うパートのフローチャートを作成します
–Webブラウザの起動、データ取得、終了するまでの処理プロセスを作成したオブジェクトを参照する事で定義します

① ステージ一覧から、部品を参照する際に
使用するアクションステージをアクション
ページへドラッグ&ドロップし、ダブルクリックで
プロパティを開く

② ビジネスオブジェクトとして、作成した
販売管理システム、アクションとして、
起動_販売管理システムを選択

③ 名前は、②で選択したオブジェクトと
アクションの名前が連結し、初期設定
されることを確認
（任意の名前に変更することも可能）

④ 作成したアクションステージをコピー

操作手順

1

2

3

4
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対象業務のWebサイトの操作プロセスを作成する 2/2

33

▪ Webサイトを使うパートのフローチャートを作成します
–Webブラウザの起動、データ取得、終了するまでの処理プロセスを作成したオブジェクトを参照する事で定義します

① ダブルクリックでプロパティを開き、アクション
を取得_受注データに変更

② 出力タブを選択の上、受注データを格納
するコレクション作成のため、保管先の
箱アイコンを押下

③ 前項で作成したアクションステージをコピー
し、ダブルクリックでプロパティを開く

④ アクションを終了_販売管理システムに
変更

⑤ 各ステージを処理させる順番でリンクする

操作手順

1

1

3

2

４

5
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対象業務のExcelの操作プロセスを作成する 1/5

34

▪ デジタルワーカーに実行させる対象業務プロセスにおける、Excelを使うパートのフローチャートを作成します
–Excel操作の前処理として、Excelのインスタンス（Excelの作業区画）を作成し、識別番号を取得します

① アクションステージをドラッグ&ドロップし、
ダブルクリックでプロパティを開く

② ビジネスオブジェクトにMS Excel VBO -
JP、アクションはExcelのインスタンス
作成を選択

③ 入力タブのEnable Events
（Excelの機能）は、無効とするため、
値に False と入力
（先頭の文字は大文字F）

④ 出力タブを押下、handleに対し、
保管先の箱アイコンを押下し、データアイ
テムを作成
（より正確に作業対象Excelを認識させる

識別番号の制御のため）

操作手順
1

２

３

４
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対象業務のExcelの操作プロセスを作成する 2/5

35

▪ デジタルワーカーに実行させる対象業務プロセスにおける、Excelを使うパートのフローチャートを作成します
–Excel操作の前処理として、画面表示を有効にします

① 前項で作成したアクションステージをコピー
し、ダブルクリックでプロパティを開く

② アクションをExcelを画面表示に変更

③ 入力タブのhandleの値にデータアイテム
一覧からhandleをドラッグ&ドロップ

操作手順

1

２

３
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対象業務のExcelの操作プロセスを作成する 3/5

36

▪ デジタルワーカーに実行させる対象業務プロセスにおける、Excelを使うパートのフローチャートを作成します
–Excel操作として、作業対象となるブックを開きます

① 前項で作成したアクションステージをコピー
し、ダブルクリックでプロパティを開く

② アクションとして、ブックを開くに変更

③ 入力タブのhandleの値は[handle]、
File Nameは下記を指定
"C:\BluePrism\HandsOn\HandsOn
1\sampleWorkBook.xlsx"
（引用符ダブルコーテーションも必要）
（Shiftボタンを押しながら対象ファイルを選択し、右ク
リックメニューの「パスのコピー」が便利）

④ 出力タブを押下し、Workbook Name
において、保管先の箱アイコンを
押下し、データアイテムを作成
（開いたExcelブック名の保管先作成のため）

操作手順

1

２

３

4
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対象業務のExcelの操作プロセスを作成する 4/5

37

▪ デジタルワーカーに実行させる対象業務プロセスにおける、Excelを使うパートのフローチャートを作成します
–Excel操作として、開いたブックに対して表データ（コレクション）を書き込みます

① 前項で作成したアクションステージをコピー
し、ダブルクリックでプロパティを開く

② アクションは、セルへコレクションデータを
書き込むに変更

③ 入力タブの各項目の値を下記のように
指定する
handle：[handle]
（右のデータアイテム一覧からドラッグ&ドロップ）

Collection：[受注データ]
（右のデータアイテム一覧からドラッグ&ドロップ）

Workbook Name：[Workbook Name]
（右のデータアイテム一覧からドラッグ&ドロップ）

Worksheet Name："Sheet1"
Cell Reference："B1"
Include Column Names：False
（先頭の文字は大文字F）

操作手順

1

２

３
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対象業務のExcelの操作プロセスを作成する 5/5

38

▪ デジタルワーカーに実行させる対象業務プロセスにおける、Excelを使うパートのフローチャートを作成します
–Excel操作として、書き込んだ表データを保存、Excelを終了します

① 前項で作成したアクションステージをコピー
し、ダブルクリックでプロパティを開く

② アクションは、Excelの終了に変更

③ handleの値は[handle]、
Save ChangesはTrue (保存する)
（先頭の文字は大文字T）

操作手順

1

２

３
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対象業務のWebからExcelへの処理プロセスを作成する

39

▪ デジタルワーカーに実行させる対象業務プロセスの動作確認をします
–作成したWebからExcelへの処理プロセスが期待した通り動作するか検証するため、自動実行します

① 各ステージを処理させる順番でリンクする

② 動作確認のため、リセットボタン を
押下した上でデバッグ機能の実行ボタン
を押下

（再度実行する場合も同様の手順）

③ 問題が無ければ、アクションページ上で開
始から終了まで処理が流れ、Edgeで販
売管理システムのサイトが起動し、Excel
にデータが転記される
(Excelが保護ビューになっている場合は、解除
した上で実行してください。)

④ 保存ボタンを押下し、任意の内容でバー
ジョンの説明を入力

操作手順

2

1

4

3
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（ご参考）運用を支援する機能のご紹介
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可読性を高める各種プロセスの整形

41

▪ 作成したプロセスの可読性、メンテナンス性を高めるために、フローチャートを整形することが可能です
–ステージ一覧のブロックを利用し、有意な範囲で説明の付加や色付けにより、処理プロセスの可読性を高めます
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プロセスが参照しているオブジェクトとの依存関係の可視化

42

▪ プロセス内で参照されている部品を可視化し、部品変更時などの影響範囲調査を効率化します
–高度な検索機能により、オブジェクトおよびアクションを一覧化、検索対象のドリルダウンが可能です

参照している部品群とアクション
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補足：よくあるエラー
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代表的なエラー（１/２）

44

ステージ間のリンクがつながって
いない

文字を""で囲っていない

操作対象のアプリケーション
が立ち上がっていない

保存時に概要を入力して
いない



Commercial in Confidence

代表的なエラー（１/２）

45

アタッチするアプリケーションが
起動していない

スパイした要素が見つけられない

設定値の誤り。二重に値を
入れてしまっている、など

既に起動済みの状態で
起動した
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3. 今後の情報の入手方法

46
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オンボーディング関連のコンテンツ紹介

47

• はじめよう! Blue Prism - Blue Prism Onboarding資料
• 本資料は、Blue Prismをご利用されるお客様向けに、教材

のご紹介や開発に役立つ情報、トラブル発生時の対応方
法、開発コミュニティへの参加方法など、Blue Prismを
スムーズにお使いいただくための情報をまとめています。

• Blue Prismまずはここから！運用開始前のチェックポイント
• Blue Prismを導入し運用を開始するまでに、最低限必要な
登録作業や確認すべきドキュメントをご紹介する動画です。

https://www.blueprism.com/japan/resources/additional-resources/blue-prism-onboarding-material-jp/
https://www.blueprism.com/japan/resources/videos/blue-prism-onboarding-tutorial-video-jp/
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